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ベースライン CO2吸収量 説明資料 

 

 かつて、上五島町漁協の周辺海域には多年生、1 年生の大型海藻類からなる藻場が豊富に

分布し、これを餌とするアワビやサザエが重要な漁業資源であった。しかし、2000 年以降

になると磯根資源の餌場であった豊かな藻場は、磯焼け現象により徐々に消失していった。

とりわけ、クロメやホンダワラ等の多年生の大型海藻はほとんど無くなり、1 年生のホンダ

ワラ類が湾奥内でわずかに見られる程度に衰退した。 

 

 2002 年（平成 14 年）、当該海域にはヒジキ、シワヤハズ、ウスバノコギリモク、ヤツマ

タモク等の植生が見られた。しかし、今回の対象藻類であるアミジグサについては、当時は

植生が見られない。（資料①） 

 

2015 年から現在までに継続してウニ類の駆除活動を行っている対象海域（図 1 参照）で

は、2020 年頃からこれまで見られなかったアミジグサが出現し始め、現在ではアミジグサ

の繁茂に至っている。（資料②） 

 

一方で、2 年前の令和 4 年からウニ類駆除を行って、まだ活動の成果が出現していない非

対象海域（図 1 参照）においては、アミジグサの植生は無く、ヘライワヅタやマクサ等が岩

面を被覆している。（資料③） 

 

これらのことから、かつて対象海域も非対象海域もアミジグサ以外の海藻は生えており、

アミジグサは見られなかったと推定できることから、ベースラインをゼロとした。なお、当

海域でのアミジグサの高さが 10-34cm であり、10cm を閾値として解析を行っているため、

小型藻類はベースラインの吸収量から除外される。さらに、かつて上五島海域全域で生えて

いた多年生、1 年生の大型海藻類は、現在、対象海域及び非対象海域の両海域においてほと

んど無くなっており、この消失は自然変動によって起こった事象であることから、当該活動

による人的影響は無視できる。 

 

【参考資料】 

資料① 平成 14 年度(2002 年)上五島町漁場台帳報告書      （P.3～18） 

資料② (2015～2023 年)上五島・大串崎地先 潜水駆除写真 （P.19～23） 

資料③ 令和 6 年(2024)上五島・大串崎潜水調査(測線 A,B)  （P.24～25） 
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（図１） 

対 象 海 域（2015 年～現在 ウニ類駆除） 

非対象海域（2022 年～現在 ウニ類駆除） 
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資料① 

平成 14 年度（2002 年） 

上五島町漁場台帳報告書 

 

参考①  平成 14年度（2002年）上五島町漁場台帳報告書 

 

・磯根漁場環境の潜水調査（※報告書 P5） 

 調査方法は、ライントランセクト法により 0～100ｍ測線上に 10ｍピッチで写真撮影、状

況観察（水深、底質、海藻、動物）を行った。また、1 測線当り枠取り（0.5×0.5ｍ）を２

箇所行い海藻種類・量、動植物種類・量を測定した。 

 

今回の対象海域である上五島地区大串崎地先は測線 31 となる。 

測線 31 における海藻種類は、緑藻類 1 種、褐藻類 7 種、紅藻類 15 種の計 23 種が見ら

れ、大型藻類は、ホンダワラ類のヒジキ、ウスバノコギリモク、ヨレモクの 3 種が出現し、

アラメ類は出現していない。また、ヒジキは基点周辺の岩盤の一部で疎生、ヨレモクは基点

から 30ｍ間で点生～極く点生、ウスバノコギリモクは 30ｍ付近から 55ｍ付近間で点生で

あり、小型藻類は 20 種が出現し、有節サンゴモやキントキがやや目立っていたと報告され

ている。（※Ｐ9 表 3.4.15 測線別概況（測線 31）参照） 

 また、海藻類枠取り結果表から、測線 31 で採取した藻類は、褐藻類のシワヤハズ、ウス

バノコギリモク、ヨレモク、紅藻類のソデガラミ、有節サンゴモ類が見られるが、今回の対

象海藻であるアミジグサは全く無かったと判断できる。 

 

 近隣の周辺海域における海藻種類については、測線 30 及び測線 32 を参考とする。 

 測線 30 における海藻種類は、緑藻類 2 種、褐藻類 11 種、紅藻類 2 種の計 15 種が見ら

れ、大型藻類は、ホンダワラ類のヒジキ、アカモク、ノコギリモク、ヤツマタモク、ウスバ

ノコギリモク、ウミトラノオの 6 種が出現し、アラメ類は出現していない。（※Ｐ8 表 3.4.14

測線別概況（測線 30）参照） 

 測線 32 における海藻種類は、緑藻類 2 種、褐藻類 6 種、紅藻類 1 種の計 9 種が見られ、

大型藻類は、ホンダワラ類のヒジキ、アカモク、ヤツマタモク、ウミトラノオの 4 種が出現

し、アラメ類は出現していない。 

 次に、海藻類枠取り結果表から、測線 30 で採取した藻類は、褐藻類のウミウチワ、イシ

ゲ、ヒジキ、ヤツマタモク、ウミトラノオのみ。測線 32 で採取した藻類は、緑藻類のアナ

アオサ、褐藻類のウミウチワ、イシゲ、フクロノリ、ヒジキ、ヤツマタモク、ウミトラノオ

であった。 

 

 以上のことから、近隣の周辺海域においても、アミジグサは全く無かったと判断した。 
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資料① 

平成 14 年度（2002 年） 

上五島町漁場台帳報告書 
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19 

 

資料② 

（2015～2023 年）上五島・

大串崎地先 潜水駆除写真 

【資料②】  （2015～2023年）上五島・大串崎地先 潜水駆除写真 

 

2015 年から 2023 年の 9 年間の写真記録である。 

2015 年から 2019 年までは、緑藻類のイワヅタ類、褐藻類のフクロノリ、カギケノリ等、紅

藻類のトサカノリが見られ、ウニ類やガンガゼ、ラッパウニも多く生息していた。 

2020 年からは、褐藻類のアミジグサ、カギケノリの繁茂が急激に見られるようになり、2023

年もアミジグサを主とする小型褐藻類の繁茂が続いている状況である。 
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令和 6 年（2024）上五島・ 

大串崎潜水調査（測線Ａ、Ｂ） 

【資料③】  令和 6年（2024）上五島・大串崎潜水調査（測線Ａ、Ｂ） 

 

非対象海域における現状を記録するために、令和 6 年 7 月 8 日、スキューバ潜水により測

線 0～100ｍ上を 10ｍピッチで写真撮影した。 

非対象海域では、令和 4 年 7 月からウニ類駆除を実施しているが、ウニ及びガンガゼ等の

現存量はまだ多く、基点付近に緑藻類のヘライワヅタが岩面に被覆している状況が確認さ

れた。しかし、アミジグサはほぼ確認されなかった。 

 

【写真説明】 

○測線Ａ 0ｍ～30ｍまでは転石と岩礁帯となっており、40ｍ～100ｍは砂であった。 

出現海藻は、マクサなどの小型藻類の他、カギケノリ、ウミウチワ、ツカサアミが見られた。 

 

○測線 B ０m～80ｍまでは転石帯と岩礁帯となっており、90～100ｍは砂であった。 

出現海藻は、マクサのほか、カギケノリ、ヘライワヅタ、ツカサアミが多く見られ、ヘライ

ワヅタが岩面を被覆している箇所が多く見られた。 

※測線Ａ、Ｂ共に、海藻の枠取り調査は実施していないため、現存量は把握していない。 

 

以上のことから、非対象海域では、アミジグサは見られなかった。 
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資料③ 

令和 6 年（2024）上五島・ 

大串崎潜水調査（測線Ａ、Ｂ） 

 


